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研究成果の概要（和文）：本研究は、新潟県十日町市に在住する高齢者537名を対象に、加速度計を用いて詳細
かつ客観的に測定した身体活動が、高齢者の認知機能等に与える影響を縦断的に検討するものである。本研究期
間内で、①中高強度の身体活動が高齢者の認知機能と関連すること、②海馬体積と関係すること、③高齢者のフ
レイルは30分以上継続する座位行動時間と関連すること、等を明らかにし国際誌に発表した。一方、COVID-19の
影響により追跡調査の実施が予定よりも遅れたため、縦断的解析までは至らなかった。今後、データが固定され
次第、これらの解析を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：This study is a longitudinal study to investigate the longitudinal 
association between objectively-measured physical activity and cognitive function among 537 older 
adults living in Tokamachi City, Niigata Prefecture. Within the period of this study, the following 
findings were published in an international journal: (1) moderate-to-vigorous physical activity 
(MVPA) is related to cognitive function, (2) MVPA time is related to hippocampal volume, and (3) 
frailty in the elderly is related to duration of sedentary activity lasting 30 minutes or longer. On
 the other hand, the longitudinal analysis was not completed because the follow-up survey was 
delayed due to COVID-19. We plan to conduct these analyses as soon as the longitudinal data are 
fixed.

研究分野： 疫学

キーワード： 認知機能低下　地域在住高齢者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知機能の低下は、高齢者の主要な健康課題の一つである。身体活動は、適切な介入等によって増やすことが可
能であり、高齢者の認知症・認知機能低下の予防戦略上、重要である。本研究は、認知機能低下に中高強度身体
活動が重要であることが示唆された。この成果は、高齢者の認知機能低下を予防するためには、中高強度身体活
動を含む介入が有効である可能性を示唆するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 身体活動は、総死亡、心血管死亡・罹患、一部のがん等の身体的健康リスクを低減させるほか、
うつ病、不安障害などの精神的健康リスクも低減させる効果が報告されている。一方、身体活動
が高齢者の認知機能を予防・改善するか否かは、研究間で結果が分かれ、確定的なエビデンスが
得られていない。2011 年に実施された 163,797 人を対象としたメタ分析では、身体活動の認知
症予防に対する効果が報告されている[1] 。しかし、その反面、否定的な研究も複数報告されて
いる[2][3]。2017 年には、10,857 人を 28年間追跡した縦断研究では、身体活動と認知機能との
関連は認められなかった[4]。 
これまでの疫学研究では、曝露要因・アウトカムの“評価の質”が課題となっている。多くの

先行研究では、身体活動の評価を、質問紙で行っている。質問紙による主観的な評価は、加速度
計等による客観的評価に比べ、①過大評価されやすく誤分類が起こりやすいこと、②近年、健康
との関連が報告されている「座位行動のブレイク（中断）」「低強度活動」「細切れの中高強度活
動」といった詳細な身体活動パターンが評価しにくいこと、③縦断研究が少ないことが指摘され
ている[5][6] 
さらに、Öhmanらの身体活動と認知機能との関連に関する系統的レビューによると、これまで

の研究は認知機能の“評価の質”が低く、特に①自己申告により認知機能を評価していること、
②追跡不能者の理由が不明であること、等が課題として指摘されている[7]。 
今後、曝露要因（身体活動・座位行動）・アウトカム（認知機能）のいずれも、客観的に評価し
た縦断研究が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、【研究１】詳細な身体活動・座位行動パターンと認知機能との関連に関する横断

的検討、【研究２】ベースライン調査時点の身体活動・座位行動パターンと 3 年後の認知機能低
下との縦断的検討を行う。以上により、本研究は加速度計を用いて評価した詳細な身体活動・座
位行動パターンの違いが、認知機能の変化に与える影響を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
１）研究デザインと対象者 
本研究のデザインはコホート研究である。研究対象者は、新潟県十日町市に在住し「十日町コ

ホート調査」に参加する 65 歳以上の高齢者であり、ベースライン調査（2017 年 9 月 24 日～27
日及び 10月 2日～4日実施）に協力した 527 名であり、2021 年に追跡調査を行った。 
 
２）評価項目 

区分 評価項目 評価方法 

ア 身体活動・座
位行動 

①身体活動・座位行動時間（分/週：座位行動[1.5METs 以
下]、低強度活動[1.6～2.9METs]、中強度活動[3～
5.9METs]、高強度活動[6METs 以上]） 
②身体活動量（METs・分/週：低・中・高強度毎） 
③細切れ活動時間（活動の連続時間が 9分未満) 
④座位のブレイク 

①～④ 
調査時に加速度計を、1
週間装着するよう依頼
し、後日郵送にて回収す
る。 

イ 認知機能・脳
画像評価 

①認知機能検査（MMSE-J スケール） 
②頭部 MRI 検査 

①調査時に面接 
②十日町病院で実施 

ウ 体力測定 ①5m歩行速度、②握力、③閉眼片足立ち 調査時に測定 

エ 質問紙調査 身体活動、社会人口的要因、その他の生活習慣等 調査当日に確認 

オ 医学検査 ①血液検査（CBC 像, HbA1c, TP、Alb, CRE 等） 
②尿検査（蛋白定性、糖定性、NaCl 等） 
③問診等（既往歴、内服状況、血圧測定） 

①②調査時に検体採取 
③調査時に面接 

カ 要介護・ 死
亡把握 

①新規要介護認定者、要介護度の変化 
②死亡日時・死因 

①②新潟県十日町市よ
り提供 

 
４．研究成果 
【研究１ 横断的検討】 
対象者フローを図 1に、対象者の個人特性を表 1に、また加速度計により測定された身体活動時
間の記述統計を表 2に示す。本研究期間内では、以下の 3 論文を国際誌で公表した。 
 
1. 活動時間に占める中高強度身体活動割合が高齢者の認知機能と有意に関連すること [8] 



2. ＭＲＩで測定した海馬体積と中高強度身体活動割合が正の関連を示すこと [9] 
3. フレイル状態の高齢者では中高強度身体活動の割合が少ない一方30分以上継続する座位時間

の割合が高いこと [10] 
 
これらの研究では、加速度計を用いて身体活動を客観的に測定するだけではなく、

Compositional Data Analysis（CoDa）という解析手法を用いた。身体活動のデータは、中高強
度身体活動、低強度身体活動、座位行動に分けられるが、それぞれの時間は互いに独立ではなく、
どちらかが増えるとどちらかが減るというトレードオフの関連がある。そのため、これらのデー
タを同時に解析する場合、互いのデータが独立していることが前提となる重回帰分析やロジス
ティック回帰モデルは不適切である。CoDa は各身体活動時間のデータを「割合」としてとらえ
てモデル化する統計手法であり、近年身体活動分野で活用され始めている手法である[11]。 
 
【研究２ 縦断的検討】 
当初追跡調査は 2020 年に行う予定であった。しかし、新型コロナウイルス感染症の流行、対

面・集合形式での調査が困難となった。翌 2021 年も感染が継続している状況であったため、当
初予定していた対面での認知機能検査を見送るなど、実施規模を縮小し 2021 年 10-11 月に実施
した。参加者数は郵送のみによる一部参加者を含め 310 名である。本研究期間内では加速度計
データおよび MRI データともデータベース化作業を継続している。今後、データが固定され次
第、縦断データとして高齢者の認知機能（ＭＲＩ画像）および身体活動の変化について、分析を
行う予定である。 
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図 1：対象者フロー 

 

表 1：対象者（ベースライン時点） 

項目  
人数または平

均 
% 

人数  511  
    

平均年齢  73.4  
    

性別 男性 240 (47.0%) 
    

教育歴 短大卒以上 101 (19.8%) 
    

婚姻歴 既婚 410 (80.2%) 
 死別 83 (16.2%) 
 離別 10 (2.0%) 
 その他 8 (1.6%) 
    

運転の有無 運転する 143 (28.0%) 
    

認知機能低下 あり 48 (9.4%) 
    

仕事 あり 213 (41.7%) 
    

喫煙 あり 44 (8.6%) 
    

飲酒 毎日 276 (54.0%) 
    

既往歴 高血圧あり 236 (46.2%) 

 脂質異常症あ
り 

172 (33.7%) 

 糖尿病あり 51 (10.0%) 

 

  

2017 年 分析対象者 【研究１】 n=511 

2017 年 十日町いきいき健康調査参加者 

除外 (n=21) 

※加速度計データ不備（n=16） 

N=2,000 2017 年 新潟県十日町市在住の高齢者 

n=527 

除外 (n=201) 

※追跡期間中の死亡・転居（n=28)、追跡調査拒否（n=173） 

2021 年 分析対象者 【研究２】 n=310 



 

表 2：加速度計により測定された身体活動時間の記述統計 

    n 平均 標準偏差 最小 最大 
男性             
 座位行動 240 468.4  140.3  145.9  970.3  

 座位行動（連続 30 分未満） 240 254.0  68.6  100.1  440.3  
 座位行動（連続 30 分以上） 240 214.4  127.6  31.0  732.5  
 低強度身体活動 240 343.3  93.3  88.2  630.4  
 中高強度身体活動 240 55.1  41.9  0.0  208.9  

女性       
 座位行動 271 425.4  116.3  149.7  997.3  
 座位行動（連続 30 分未満） 271 277.7  57.5  104.4  498.0  
 座位行動（連続 30 分以上） 271 147.7  94.0  4.4  690.6  
 低強度身体活動 271 429.1  94.1  201.0  680.7  

  中高強度身体活動 271 50.0  38.0  1.0  235.0  

単位（分／日） 
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